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今
年
度
７
件
目
の
免
職

一　

県
教
委
も
手
を
こ
ま
ね

処
分
が
発
表
さ
れ
た
の
は

一
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

１０
月
１８
日
。
対
象
は
千
葉

一　

７
月
に
は
臨
時
の
学
校

市
内
の
県
立
高
校
教
諭
一長

・
教
育
事
務
所
長
会
議

魏
鰈
爆
護
』
雇
罐

鮮̈
蹄
雑

う
１
年
生

（当
時
）
の
女

一祥
事
根
絶
を
呼
び
か
け
る

ギ
生
徒
と
知
り
合
い
、
無

一
教
育
長
や
県
壼
委
指
導
課

料
通
信
ア
プ
リ

「Ｌ
Ｉ
Ｎ

一
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
千

今年度 既に6件

Ｅ

（ラ
イ
ン
）
」
で
相
談

一
葉
市
を
除
く
県
内
金
公
立

を
受
け
る
う
ち
恋
愛
感
情

一学
校
１
１
７
０
校
に
配
布

「曜一｝』翡け一一̈籍軋
騨̈陶

郭̈
蒲
館
料
寺
一縣
纂
黎鋳
宰馨

紡
懸
鴎
鰤
箋
一精
鰈
雄
螺
製

自治体の璧に

い十彙碗筵
箋
中

針

発
錘
コ５
』
陸鰺
了
鶉

な

盗
魏
型
諏
颯
漣

暦

一一袂

謳
饒

辣

一れ羹
釉
咤

なけ噸知数勤味むいい一】鴨い一か翻独熟い繰

スについては、過去の一象外といい、自治体に

「処
分
歴
」共
有

艘
絶
探
儡

ト
ネ
ッ
ト
」

（
〓
粟
市
中

央
区
）
の
米
田
修
理
事
長

は

「
『わ
い
せ
つ
行
為
』

や

（体
罰
な
ど
の
）

『
行

き
過
ぎ
た
指
導
』
と
い
う

の
は
教
師
側
か
ら
見
た
も

の
だ
が
、
児
童
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
虐
待
行
為
だ
」

と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で

製

職
員
の
処
分
だ
け
で

終
わ
ら
せ
ず
、
子
供
の
福

祉
の
視
点
で
考
え
て
ほ
し
一　
ま
た
ヽ
警
視
庁
が
１０
月

葉
市
で
も
児
童
に
わ
い
せ

一
授
与
証
明
書
は
教
員
免
許

つ
行
為
を
繰
り
返
し
た
と

一
を
取
得
し
た
自
治
体
が
発

し
て
依
願

退
職
し
て
い

言
生
す
る
も
の
で
、
免
許
を

た
こ
と
が
判
明
。
延
岡
市

一
一
度
失
効
し
て
再
取
得
し

教
委
は
経
歴
を
精
査
し
な

一
て
い
る
か
ど
う
か
を
把
握

い
ま
ま
採
用
し
て
い
た
と

一
し
や
す
い
と
い
う
。　
一
方

で
、
懲
戒
免
職
処
分
や
分

限
免
職
処
分
、
禁
鋼
以
上

県
内
の
公
立
学
校
教
員
の
懲
戒
処
分

が
後
を
絶
た
な
い
。
今
年
度
は
免
職
だ

け
で
も
１０
月
末
時
点
で
既
に
７
件

（昨

年
度
３
件
）
に
上

っ
て
お
り
、
う
ち
６

件
は
児
童
生
徒
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
行

為
が
処
分
の
理
由
だ
。
県
教
委
は
教
員

へ
の
指
導
啓
発
を
強
化
し
、
文
部
科
学

省
も
、
免
職
や
停
職
に
な

っ
た
教
員
が

処
分
の
事
実
を
伏
せ
て
別
の
自
治
体
に

採
用
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
対
策
に
乗
り
出

し
て
い
る
が
、
宰
効
性
は
未
知
数
だ
。

【聖
奮
琶

5月 2県曇
教委

ダ
今年度処分した教員によるわぃせつ事案璽

市立中教諭(35)懲戒免職 駅の階段で30回以上にわたり女子高校生の

県立高教諭①懲戒免職畠喜E募8:量型軍雇与層:を要撃星渥ご自
宅などでゎいせつな行為

学
校
の
教
職
員
に
よ
る

一
週
去
に
別
の
高
校
０
わ
い

懸自
　
霧
課
罐
路
製
一響
詰純
鍔

継̈

科

礫
』鱚
「冒
一計
譜
蘊
鍾

爛
賄
輔
薇
一弩
靱
獅

』畿
護
餞
笏
瑣
駆
轄
魏

懲戒停職 居酒屋で同校女性職員に十数回程度キス

懲戒免職 進路指導の一環で履歴書の書き方を指導して
いた女子生徒の胸を触る

懲戒免職 教材準備室で女子児童の上半身や足をくすぐ
るように数分聞触る

懲戒免職 顧間を務める運動部の女子生徒とキスなどを
繰り返し、体日に学校外でも2人きりで会う

懲戒免職 他高校の女子生徒と約 1年間で少なくとも5
回、ホテルでキスをするなどわいせつな行為

分限休職 強制わいせつ容疑で 2月 に逮捕、起訴
※いずれも男性。日付は処分日、年齢は処分時

6月 14日

市立小教頭 (48)

7月 19日

県立高教諭 (26)

8月 2日

公立小講師 (27)

公立中教諭 (27)

10月 18日

県立高教諭 (50)

公立小教諭 (35)

鏡醜
耀
謳
解
響
　
―
‐
‐

過
去
の
処
分
歴
が
都
道

一
る
情
報
が
ど
の
程
度
共
有

府
県
教
委
間
で
共
有
さ
れ

一
で
き
る
か
は
不
透
は
２
。

ず
、
別
の
自
冷
体
に
教
員

一
内
藤
教
育
長
は

「個
人
情

と
し
て
再
び
採
用
さ
れ
て
一報
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

い
た
こ
と
が
問
題
化
し
、

一
る
。
ど
こ
ま
で
実
効

性
が

文
科
省
は
８
月
、
処
分
情

一
あ
る

の
か
様

子

を

み
た

‐
報
を
共
有

で
き
る

よ
う

一
い
」
と
慎
重
な
姿
勢
を
示

「教
員
免
許
管
理
シ
ス
テ

一
し
た
。


